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1ページ目

タイトルページは3つの部分で構成されます．
(a) タイトル部分：横1段組（題目，著者（corresponding authorに＊を付す），所属（数字で対応付け），連絡先住所，corresponding author のE-mailアドレス）で構成．
(b)アブストラクト部分(c) 本文部分：横2段組．

 (1)   タイトル部分のレイアウトとフォント
　全てのページのマージンはこのサンプルにありますように上辺20 mm，下辺25 mm，左右ともに20 mmに設定してください． 
(1行スペース)
タイトル：MSP明朝 20 pt  、ボールド、センタリング
(2行スペース)
著者名：MSP明朝n12 pt，センタリング
（1行スペース）
著者所属：MSP明朝9 pt、センタリング
E-mailアドレス：Times 9 ptフォント，センタリング
著者と所属とは肩付き数字で対応づけて下さい． 
（2行スペース）
アブストラクト：日本語はMSP明朝10P 英語はTimes New Roman 10pt、両端揃え
（1行スペース）
キーワード：TimesNewRoman10 pt、イタリック、両端揃え、1行以内
（2行スペース）

(本文部分)

(2)   本文部分のレイアウトとフォント
　日本語はMSP明朝10P 英語はTimes New Roman 10pt

2.  2ページ目以降

(1)  レイアウト
第2ページ以降は，タイトルページの本文部分と同じレイアウトとフォントの大きさで本文を作成します．  

(2)  見出し
見出しのレベルは章，節，項の3段階までとします．章の見出しはArialとし，2. などの数字に続けて書きます．また，見出しの上下にスペースを空けます．このファイルのサンプルから分かるように，上を2行，下を1行程度空けて下さい．ただしページや段が切り替わる部分は章の見出しが最上部に来るよう調整してください．節の見出しもArialで，(4) などの括弧付き数字を付けます．見出しの上だけに1行程度のスペースを空けて下さい．項の見出しは，a)のような括弧付きアルファベットを付け，上下のスペースを空けません．

(3)  図表
　図表の横幅は「2段ぶち抜き」あるいは「1段の幅いっぱい」のいずれかとします．図表の幅を1段幅以下にして図表の横に本文テキストを配置することはやめて下さい．なお，図表中の文字は，十分判別できる大きさにすること．なお、図表は最後に配置しても結構です。

参考文献
　参考文献は出現順に番号を振り，その引用箇所でこのように上付き右括弧付き数字で指示します1) - 4)．参考文献はその全てを原稿の末尾にまとめてリストとして示して下さい。
　1)雑誌：著者名，“論文名，”雑誌名（イタリック体），巻数（ボールド体），ページ，発行年の順。
　2)単行本：著者名，書名（イタリック体），（編者），出版者，出版地，ページ，発行年の順。
　3)レポート：著者名，論文名,レポート名（イタリック体），レポート番号，発行機関，発行年の順
　4)プロシーディング：著者名，“論文名，”プロシーディング名（イタリック体）開催地，開催年月日，巻数，ページ，発行年の順
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